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湾
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曲
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位

脚

帥

明
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経
漕
統
計
民
子
一
に
就
い
て
・
・
抑
止
主
主

我
闘
に
於
げ
る
家
賃
信
用
保
険
・
-
搾
静
岡
十
土

英
国
何
時
投
資
ト
ラ
ス
ト
の
近
況
・
・
・
・
探
清
皐
士

悌
蘭
闘
の
地
方
財
政
・
・

'
M
f主
主

我
園
の
鍛
道
資
本
に
つ
い
て
-
-
-
-
き
立
寸
士
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民
不
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等
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百
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一
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-
-
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議
円
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我
園
の
銭
道
資
本
に
就
て

雑

北

一
は

し

が

き

鎌

我
圃
の
鍛
遁
資
本
に
就
で

原

信

男

銚
道
(
註
一
)
事
業
が

E
大
な
資
本
殊
に
所
謂
岡
定
資
本
を
必

要
と
す
る
事
業
で
あ
る
こ
と
は
、
周
知
の
事
貨
で
あ
る
が
、
現

在
我
が
固
に
於
け
る
鍛
道
資
本
の
欣
態
は
如
何
に
在
る
か
。
以

下
銭
道
省
編
昭
和
二
年
度
鱗
道
統
計
資
料
、
固
有
銭
道
曾
計

行覧
出C
、銭

卒道
山経
孝済
著資
鶴料
道
員す餓
政道
の法
話規
、数

餓抄
道
省喜
編安
日健
本吹
鍋郎
道著
史運
等法

に
基
き
そ
の
大
要
を
記
述
し
て
見
に
い
と
忠
ふ
。

(
陸
一
)
法
規
よ
ほ
餓
遁
と
軌
道
と
区
別
さ
れ
て
ゐ
る
が
、
以
下
凡
で

患
に
般
道
と
一
E

ふ
場
合
に
ほ
織
遁
止
軌
道
と
を
包
含
せ
し
め
る
。
地

方
餓
遁
止
軌
道
と
の
聞
に
何
等
賞
質
的
の
差
遣
な
〈
、
地
方
鍛
造
法

に
準
識
す
る
か
、
軌
選
法
に
準
議
す
る
か
に
よ
ワ
で
、
形
式
的
に
匝

別
さ
れ
る
に
過
与
な
い
。
喜
安
健
次
郎
氏
「
運
途
行
政
」
ニ
頁
以
下
、

経
稗
論
叢
第
三
十
巻
第
二
就
所
載
植
田
氏
講
演
「
大
都
市
及
其
附
近

に
於
け
る
交
遁
機
関
に
就
い
で
」
等
参
照
。

然
し
漠
然
と
日
本
の
餓
道
と
云
う
て
も
、
之
令
所
在
地
域
よ

り
分
類
す
れ
ば
次
の
如
く
考
へ
ら
れ
る
。

て
所
謂
内
地
に
於
け
る
鍛
道

二
、
朝
鮮
、
豪
湾
、
樺
太
所
謂
植
民
地
に
於
け
る
錨
道

三
、
外
園
領
土
若
く
は
租
借
地
に
於
け
る
畿
道

本
稿
に
於
て
観
察
の
封
象
と
す
る
の
は
専
ら
第
一
の
内
地
に

第
三
十
巻

八
四
三

第
五
時
副

一一一



雑

録

我
園
の
裁
這
資
本
に
就
て

於
け
る
鋪
道
の
み
で
あ
る
。
向
一
専
用
鶴
道
規
程
に
依
る
専
用
鱒

遣
は
原
則
と
し
て
燭
れ
な
い
司
】
と
に
す
る
。

園

圃.

責

本

額

仰
、
我
が
園
の
舗
道
事
業
に
は
幾
何
の
資
本
が
投
下
さ
れ
て

ゐ
る
か
、
先
つ
数
字
を
拾
っ
て
見
ゃ
う
。
(
註
二
〉

〈
註
ニ
)
数
字
を
揃
へ
る
必
要
上
昭
和
三
年
一
一
一
月
末
を
標
準
2
す
る
。

以
下
冊
数
事
も
岡
憾
で
あ
る
ο
何
故
な
、
h
一
問
、
最
も
重
要

η
る
資
料
た

る
裁
選
統
計
資
料
監
督
編
白
如
き
が
未
賛
行
で
あ
る
か
ら
で
あ
る
。

偽
地
方
銭
遁
及
軌
道
は
各
経
瞥
主
憶
の
異
な
る
に
よ
っ
て
替
業
年
度

を
異
に
す
る
の
で
、
各
の
岨
E

業
年
度
末
現
在
に
依
る
。
以
下
も
同
様

で
あ
る
が
、
そ
の
い
替
業
年
度
末
は
昭
和
二
年
十
月
乃
至
昭
和
=
一
年
三

月
で
あ
る
か
ら
、
大
鐘
之
を
昭
和
三
年
三
月
末
の
数
字
と
看
倣
し
て

も
大
過
は
な
い
と
思
は
れ
る
。

第

表

銭
道
事
業
の
資
本
額
表
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道
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用
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言十
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(
註
三
)
専
用
銀
遣
に
到
す
る
投
下
資
本
額
は
不
明
で
わ
る
が
、
そ
の

建
設
哩
は
二
三
七
・
一
六
哩
で
あ
る
か
ら
し
て
、
之
に
最
低
建
設
責
主

一
哩
常
り
十
高
固
と
見
で
来
し
た
も
の
を
計
上
し
た
。
比
率
は
事
用

嬢
還
を
除
外
し
た
合
計
に
到
す
る
も
の
で
あ
る
が
、
之
を
加
算
し
て

も
大
差
は
な
い
。

公
楢
資
本
額
に
依
れ
ば
約
六
十
億
、
掛
込
資
本
額
円
い
依
れ
ば

約
五
十
億

l
之
ぞ
我
が
闘
の
線
事
業
資
本
額
に
劃
比
す
る
こ

と
は
困
難
で
あ
る
が
、
注
目
に
値
す
る
大
き
き
で
あ
ら
う
。

突
に
曾
祉
や
個
人
経
替
の
鶴
道
に
在
つ
て
は
、
貸
借
針
照
表

に
資
本
金
と
し
て
一
不
さ
れ
た
金
額
の
外
仁
、
借
入
金
等
の
如
く

賞
際
に
於
て
舗
道
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
金
額
が
あ
り
得
る
こ
と

は
、
第
二
表
の
示
す
通
り
で
あ
る
。

第
二
表
貸
方
中
資
本
金
及
経
過
的
勘
定
項
目
例
へ
ば
未
掛
金

俄
受
金
等
の
如
き
を
除
い
六
残
額
を
寅
質
的
投
下
資
本
と
俄
定

す
れ
ば
地
方
畿
道
四
一

0
.六
九

O
二
三
一
三
園
、
軌
道
一
、

o



昭
和
二
年
度
末

地
方
畿
道
及
軌
道
貸
借
聖
母
照
表

第
三

表

円一亘 U
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雑

我
圃
の
織
道
資
木
に
就
て

銭

一
三
、
五
三
九
二
七
五
園
、
計
一
、
四
二
四
二
一
二
九
、
五

O
七
闘

に
上
る
。
然
し
此
の
金
額
が
資
本
的
支
出
と
し
て
投
下
さ
れ
て

ゐ
る
と
は
限
ら
?
、

E
仮
令
投
下
資
本
と
し
て
働
い
て
ゐ
て
も

銭
道
そ
の
も
の
に
針
す
る
投
資
と
は
云
へ
な
い
。
何
故
な
ら
ば

近
時
鍛
道
管
業
の
不
振
と
共
じ
織
道
業
者
の
刷
業
例
へ
ば
遮
閣

地
経
替
、
土
地
の
菅
川
良
貸
借
等
を
饗
む
者
多
く
、
そ
の
投
資
獄
も

廿
四
億
闘
に
及
ん
で
ゐ
ゐ
。
即
ち
前
記
借
入
金
一
喝
の
合
計
十
四

億
徐
闘
が
全
部
資
本
的
に
支
出
さ
れ
て
ゐ
る
と
し
て
も
、
他
事

業
奥
業
費
の
合
計
額
に
及
ば
A
T
命
大
約
九
億
闘
は
形
式
的
資
本

金
よ
り
舗
道
以
外
の
副
業
に
投
下
さ
れ
て
ゐ
る
認
で
あ
る
。

方
之
に
謝
し
て
未
擁
込
資
本
金
は
約
八
億
闘
で
あ
る
か
ら
し

て
、
鶴
道
資
本
額
と
し
て
は
寧
ろ
繍
込
資
本
欄
や
採
る
べ
き
か

も
し
れ
な
い
。

街
固
有
観
道
に
於

τも
副
業
的
に
ホ
テ
ル
、
遊
閑
地
の
如
き

も
の
を
粧
品
同
し
て
ゐ
る
が
そ
の
投
資
街
は
大
約
百
高
同
程
度
に

す
ぎ
ま
い
。

次
に
附
言
す
べ
き
こ
と
は
、
間
有
餓
道
に
於
て
は
形
式
的
に

決
定
さ
れ
る
資
本
合
翻
な
る
も
の
な
く
、
従
っ
て
公
稽
資
本
、

第
三
十
巻

第
五
披

一
=
一
四

八
四
六

明挽
i治込
四資
十本
二の
年匝

帝別
聞も
鐸主な
道い
曾こ
計と
法で
n4!iあ
1'1る
首。

時而
に王児
於在
ての
4定資
来本
帝金
閣は

師
道
資
本
と
し
て
整
問
さ
れ
て
来
に
も
の
と
帝
国
織
道
用
品
資

金
の
和
に
爾
後
の
笠
械
金
計
算
し
て
来
に
も
の
で
あ
る
。
(
鵠
一

4
附
法
)
そ
の
資
本
の
滑
減
と
な
る
べ
き
も
の
は
帝
闘
鋪
道
曾
計

法
二
像
、
帝
悶
餓
道
曾
規
則
十
六
、
十
七
、
十
八
、
十
九
傑
等
に

規
定
EC
れ

τゐ
る
が
、
左
に
昭
和
二
年
度
-
中
の
数
字
を
借
り
て

資
本
め
増
減
。
守
事
項
別
に
一
部
す
『
』
と
、
す
る
。

第

表

固
有
餓
遁
資
本
額
表

るもの

昭
半世

年
他ノ償金入 年首資度

葉貴章
三 一一一木額
Cコ 」包区扇主6:-ー一ニ恒二ノ三三、一二-三
一、一三4KZk且、sJ-己-、 、、、、

四Cコ五<=>宍dtd1三E3 ju  

繍少となる

計

プ宅b ノノ円、、ー
、

昆Cコ Yプ~マ、、 、
ノ4五町E三、L ノ一、 ノp2、匂守 討、司Z

完国 ー ペー回"、 j戸P国ヨt、a 
固

(
註
四
)
織
遵
経
替
上
必
要
な
る
補
充
的
工
事
に
謝
す
る
支
出
に
し
て

財
産
債
格
の
増
加
を
来
す
か
ら
資
木
的
支
出
で
あ
る
。

向
右
表
中
に
は
、
公
債
借
換
並
に
之
に
件
ふ
差
損
袋
の
如
き



寅
質
上
の
資
本
額
に
増
減
な
き
も
の
は
除
外
し
て
あ
る
。

一一一
自
己
資
本
さ
借
入
資
本

固
有
鍔
遣
に
於

τは
資
本
ぞ
特
有
資
本
(
白
己
資
本
)

と
併
入
資
本
と
に
分
け
る
(
舘
誠
一
雌
一
六
)
闘
車
誼
曾
討
の

負
携
に
属
す
る
岡
債
額
に
相
官
す
る
令
楠
を
借
入
資
本
と
し
‘

線
資
本
額
か
ら
併
入
資
本
額
を
差
引
い
た
残
額
を
侍
有
資
本
と

す
る
。
而
M
L
仙
川
入
資
本
伝
構
成
」
9

ゐ
凶
有
剣
道
曾
計
負
燃
の
問

債
は
た
の
通
り
で
あ
る
。
(
例
措
噛
一
北
岡
市
)

一
、
帝
間
借
道
の
事
業
を
粧
瞥
す
る
に
必
要
な
る
経
費
や
支

排
す
る
に
め
従
来
設
行
し
に
る
公
債

(
4
)
 

一
一
、
銭
遺
毎
金
不
足
の
場
合
に
資
本
補
足
の
た
め
褒
行
す
る

公
債
叉
は
借
入
金

二
、
裁
選
叉
は
軌
道
の
買
牧
叉
は
柿
償
め
七
め
褒
行
し
た
る

公
債
叉
は
政
府
の
負
携
に
厳
し
た
る
債
務

四
、
織
道
曾
計
の
負
携
に
属
す
る
岡
債
の
整
期
叉
は
償
還
の

大
め
起
債
し
た
る
闘
債

而
て
特
有
資
本
仁
闘
し

τは
そ
の
額
の
算
出
方
法
が
形
式
的

雑

我
闘
の
餓
遵
資
本
に
就
て

銭

に
規
定
さ
れ
て
ゐ
る
に
止
ま
る
こ
と
は
前
遁
の
通
り
で
あ
る
が
、

そ
の
賓
質
的
内
容
を
成
す
べ
き
も
の
は
主
と
し
て
公
債
金
に
非

ら
ざ
る
一
般
合
計
ょ
の
の
繰
入
金
、
霊
山
繰
入
(
師
咽
噛
一
誠
一
計
)

補
充
費
決
算
額
、
譲
渡
叉
は
寄
附
巻
受
け
允
る
財
産
の
見
積
債

格
等
で
あ
り
、
従
っ
て
年
々
の
起
債
額
が
前
記
接
金
等
の
合
計

瀬
ょ
の
小
な
る
限
り
、
総
資
本
額
に
剥
す
ゐ
特
有
資
本
の
割
合

は
増
大
す
る
こ
と
冶
な
ゐ
。

-
究
巳
公
債
の
新
規
強
行
交
は
惜
慣
に
仲
ふ
務
面
相
と
寅
牧
翻

と
の
差
は
、
資
本
総
額
に
は
影
響
巻
輿
へ
な
い
が
、
借
入
‘
特
有

の

別

に

は

勿

論

草

案

す

(

鵬

護

軍

第
四
表

特
有
資
本
と
借
入
資
本
と
白
比
較
表

昭閲同大明
和 正治
一十八一 四
一一ー 一一

年度年度 年年年
度度度

一

2〉白字右3本# 空
5三E己、 プノ六、t ~区昌2 三孟回二ι j三ER 

CCDコ、 Jヨ三U三三、 ヨ主区一丘三酒、 主c一主つ、 rノ区司、、

j区ヨ可~寓ー 三号.ー - 割合- 区富 三一Z 一Cコ
。〆。/

、 、 借

三5三EEE己L 主三f主三q jjchコ、 4ニ4コ~ 三3二Ea三q L ( 入資

プ室t、d 主V司主、 歪区司、 言豆、、 者"" 、 千本
園
、ー〆

ヨ区菖豆 豆ノ、三 プz、宅 ~匂'" ノ巳丸コ 割合
?五

第
三
十
巻

第
五
時
現

一
三
五

八
四
七



雑

録

我
圃
白
鍛
遁
資
本
に
就
で

倫
借
入
資
本
中
昭
和
二
年
度
末
に
於
て
公
債
は
て
四
五

0
.

二
六
七
、
六
二
七
圏
、
借
入
金
は
一

O
五
、
七
二
六
、

O
七
八
闘

で
あ
り
、
公
債
の
中
、
外
債
は
九
て
六
二
七
、
五
八
一
闘
に
し

τ、
そ
の
額
は
明
治
四
十
二
年
以
降
大
差
は
な
い
。

(

ロ

)

地
方
銀
遺
及
軌
道

前
掲
第
二
表
中
よ
り
、
自
己
資

本
及
借
入
資
本
項
目
を
拾
ひ
出
す
と
地
方
織
道
自
己
資
本
一
、

O
一
五
二
一
七

O
、
O
七
三
闘
(
措
法
縦
割
七
四
%
v
同
借
入

資
本
三
五
九
.
七
五
八
、
九
-
一
九
闘
合
一
六
%
汽
軌
道
自
己
資
本

二
、
四
三
四
、
五
五
九
、
一
七
五
闘
(
七
三
%
)
間
借
入
資
本
八
七

九
、
六
三
九
二
二

O
七
(
二
七
%
)
で
あ
る
。

今
之
等
教
字
の
割
合
ぞ
図
有
畿
道
の
夫
と
比
較
し
て
大
差
が

あ
る
の
は
全
く
そ
の
資
本
成
立
の
歴
史
に
由
来
す
る
。

四

固
定
資
本
さ
擁
動
費
本

徴
道
が
他
事
業
に
比
し
て
、
著
し
く
同
定
資
本
の
割
合
の
大

き
な
事
は
想
像
に
難
く
な
い
が
、
賓
際
問
題
と
し
て
は
、
同
定

資
本
流
動
資
本
の
意
義
の
確
定
は
仲
々
困
難
で
あ
る
。

(
4
)
闘
有
銭
道
に
於
て
は
鏡
道
曾
計
規
則
十
八
僚
に
於
て

第
三
十
巻

八
四
八

第
五
披

一
一ム
ノ、

同
定
資
本
と
し

τ時
経
理
す
べ
き
も
の
を
、
財
産
的
立
揚
か
ら
卸

も
固
定
財
産
と
し
て
規
定
し
て
ゐ
る
。

一
、
餓
這
の
建
設
、
改
良
及
補
充
工
事
の
潟
支
出
し
に
る
合

描

二
、
儲
道
叉
は
軌
道
の
買
牧
叉
は
補
償
の
潟
支
出
し
た
る
金

領

二
、
譲
波
市
人
は
容
附
ぞ
受
け
た
ゐ
財
産
の
見
積
債
格

右
の
ご
一
者
を
以
て
制
定
財
産
と
す
ゐ
。

而
て
綿
資
本
師
側
仁
劃
す
る
同
定
資
木
の
割
合
は
明
治
四
十
二

年
度
以
後
九
一
二
%
乃
五
九
一
八
%
の
問
巻
往
来
し
て
屈
り
、
昭
和

二
年
度
末
に
於
て
は
、
総
資
本
額
の
九
八
・
三
%
に
営
る
一
一
、
八

五
八
、
七
九
四
、
四
瓦
四
闘
が
卸
ち
制
定
資
本
で
あ
る
。
之
が
構

成
内
容
は
左
の
如
き
も
の
で
あ
る
。
(
岨
単
一
侃
千
闘
)

建

設

費

攻

頁

費

補

充

費

鍛
道
及
軌
道
買
取
或
補
償

其

他

減

少

八二一品、六一回

一、四八王、回当一

一一一、三五

孟口回、七六六

八五、口一完

z
、口一ニ、一回九

一吾午、=豆同

-一七・同
M
F

同九・
Z

E
7
六

一六・七一一-
A

一口〔〕・ロ

言1・
ノ



• 

差

在

八
五
八
、
七
九
回

現

ヨl

固
有
畿
道
の
流
動
資
本
の
巾
主
要
な
ら
も
の
は
現
金
で
あ
り

次
い
で
は
貯
蔵
物
品
で
あ
る
。
凶
有
鍛
道
に
於
け
る
流
動
資
本

の
研
究
に
付
て
は
注
目
す
べ
き
は
用
品
資
金
で
あ
る
が
、
之
は

他
日
改
め
て
考
究
す
ろ
こ
と
、
す
る
。

〈
ロ
)
地
方
舘
道
及
軌
道

前
掲
第
二
表
中
の
建
設
費
の
み
a
d
1

附
定
資
本
と
考
へ
て
大
過
な
い
か
ら
し
て
、
之
に
依
っ
て
見
れ

ば
、
地
方
鍛
道
に
於
け
る
同
定
資
本
側
側
は
五
八
九
、

二
一
千
七
凶
、
軌
道
の
夫
比
六
五
八
.
四
瓦
一
二
.
問
。
二
刷
、
そ

ω

梯
込
資
本
割
に
封
す
る
割
合
は
地
方
髄
道
は
九
九
%
、
軌
道
は

一五一一一、

二
五
%
に
首
る
。
然
し
軌
道
の
同
定
資
本
額
の
線
資
本
額
に
針

す
る
割
合
が
低
い
の
は
、
間
定
資
本
在
要
す
る
こ
と
少
き
に
非

守
し
て
、
粂
業
に
投
委
せ
る
額
の
大
な
る
に
由
る
こ
と
は
、
第

二
表
中
の
他
事
業
興
業
費
の
大
な
る
ニ
と
よ
わ
も
明
で
あ
る
。

五

生
利
資
本
吉
未
生
利
資
本

鶴
道
事
業
の
如
く
建
設
に
荒
手
し
て
か
ら
、
開
業
牧
谷
岳
山
事

ぐ
る
に
至
る
迄
の
期
間
の
長
い
事
業
に
在
つ
て
は
、
多
棋
の
米

雑

主長

我
園
白
織
選
資
本
に
就
い
て

生
利
資
本
ぞ
生
歩
る
こ
と
も
止
む
を
得
な
い
こ
と
か
も
知
れ
な

ぃ
。
然
し
未
生
利
資
本
の
大
な
る
こ
と
は
経
替
者
の
留
意
す
-
ベ

き
で
あ
る
こ
と
は
勿
論
で
あ
る
わ

は

全す

存乍
夜然
し固
な有
い鍛
か道
らに
、於

推て
定は
に未
よ生
る利
外資
は本
なに
い開
。す

昭る
和教
二字

年
度
末
に
於
て
建
設
工
事
中
の
線
は
一

O
八
O
粁
四

O
米
で
あ

る
か
ら
し
て
、
之
に
劃
す
る
投
資
額
(
註
五
)
を
一
粁
営
り
五
蔦

固
と
す
れ
ば
九
千
高
園
、
十
首
円
圃
と
仮
定
す
れ
ば
一
億
八
百
高

l

-

1

3

 

脳
出

L
L
4
ι
叩む
t

(
註
五
)
未
生
利
資
本
を
建
設
中
白
線
に
封
ナ
る
投
資
額
の
み
に
限
る

ζ

と
も
精
不
営
で
あ
る
し
、
叉
夫
を
是
認
し
て
も
、
一
粁
常
り
投
資

額
は
建
設
工
程
に
よ
ワ
て
嘗
然
匝
L
T

で
あ
る
か
ら
平
均
は
凡
出
し
縫

い
。
然
L
昭
和
二
年
度
建
設
根
路
開
業
匝
間
決
算
額
表
に
依
れ
ぽ
一

粁
首
り
最
高
二
二
O
‘
八
四
O
園
、
最
低
四
二
、
九
五
四
国
で
あ
る
。

(
ロ
)
地
方
鍋
道
及
軌
道
の
未
開
業
線
に
闘
し
て
は
第
二
表
に

数
字
が
あ
る
遁
り
約
五
千
高
園
で
あ
る
。
之
を
未
生
利
資
本
と

推
定
し
て
も
差
支
な
か
ら
‘
フ
。

六

借
入
資
本
の
利
子
及
償
却

第
三
十
巻

第
五
時
帥

一
三
七

八
四
九



雑

鎌

才
)
固
有
繊
道

我
園
の
織
選
資
本
陀
就
い
て

五
億
徐
闘
に
上
る
以
上
そ
の
利
子
も
亦

E
額
な
る
べ
き
事
は
推

に
於
け
る
借
入
資
本
額
は
既
遁
の
遁
り
十

定
に
難
く
な
い
。
而
て
昭
和
二
年
度
に
於
け
る
利
子
額
は
七
三
.

五
O
五
、
九
一
九
固
に
及
び
、
鍛
道
盆
合
の
約
半
額
で
あ
る
。
而

て
借
入
資
本
が
相
針
的
に
は
減
少
し
っ
、
あ
っ
て
も
、
絶
封
額

が
増
大
し
っ
、
あ
る
限
り
、
往
々
利
子
も
培
大
せ
ざ
る
を
得
な

利
率

~" 
/、電l

ぃ
。
今
利
率
別
iL
借
入
資
本
額
を
示
せ
ば
左
の
如
く
で
あ
る
。

-

司

i

、、、
i
J

、i

ノ、J

ノ、.ヘ
j
J

、ノ今、ノ

J
ノ
「
〉
L
「に

f
L
f
L
J
¥

利利利
計李卒きt!

五
分
五
度

Ii 四)<!十

首首噂

幽

柿

刷

用

刷
鵡
川
護
法
引

料

、

言

fうナ

七
七
、
七
一
一
六
、

O
七
八

分‘

一
、
三
二
四
、
四
五
一
、
二
九
六

分

一
一
一
五
、
八
一
六
、

一
、
五
五
五
、
九
九
三
、
七
O
五

(
抽
州
側
粉
)

第
三
十
巻

第
五
時
田

/¥ 

入
五

O

然
ら
ば
か
泊
る
借
入
資
金
に
到
す
る
償
還
は
如
何
と
云
ふ

に
、
貧
際
に
於
て
は
借
摘
出
、
期
間
延
長
の
方
法
を
採
る
に
す
ぎ
な

ぃ
。
占
ん
も
闘
債
償
還
金
な
る
支
出
は
あ
る
が
、
「
大
醐
服
従
来
の
例

は
、
政
府
に
謝
す
る
保
詮
、
共
の
他
の
時
間
保
に
供
し
に
波
牧
公

債
を
、
買
入
償
却
す
る
に
め
の
経
費
争
計
上
し
て
あ
る
に
過
ぎ
一

へ
平
山
孝
氏
畿
道
)
歩
、
昭
和
二
年
度
は
八
、
七
一
一
四
国
で
あ
る
。

戸
財
政
五
三
頁
¥

(
ロ
)
地
方
織
道
及
軌
道
の
借
入
資
金
の
利
子
は
第
五
表
の
一
迎

。
一
一
一
千
高
岡
ド
上
る
が
、
借
入
説
明
一
金
mw
儲
還
に
付
て
は
そ
の
性

質
上
概
論
は
出
来
な
い
。

向
参
考
と
し
て
帝
闘
鍛
道
曾
計
貸
借
針
限
表
(
第
六
表
)
及
帝

園
鍛
道
曾
計
損
益
計
算
表
(
第
七
衣
)
を
左
に
掲
ぐ
。

接
壮
感
山
陣
初
輩
出
噂
糠
』
賀
沖
地
州

>' 

E 
!ID 

選
-
討
論
m
山
田
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品
u
N
-
M
O
K
H

・唱。。-

M
L
w
b
ω
M
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E

-

N
-
回出。・国
N
M
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可
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唱
事
唱
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N
M
M
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市

y
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M
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凶
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目

M
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A
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港
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回
背
布
陣
織
ゆ

E事
第大表

雑

量量

品川-
" 1 w σ、1、3

00 Iw  

'" 1，384.886.8901 

金

方

目

借

種

特有資本金現

1.5.55.993，704.874 借入資本20，912，344.317 金預

百15

t誌 lε

1，450，267，626.517 f貴~ 42.600.000 i投入未済

我
園
田
町
蹴
遁
資
本
に
就
て

H)5，726，078.357 f昔入金2，858，794.453.7901 固定財産

175，349，402 支出来済27，020，482-491 貯蔵 物品

.... 1 '" 

'el I-S' 
8 1-': 

h守 1 <.n 

官 I~
=主，土三主

1，384，886.890 

1

21州

409，597・25911歳入歳出舛勘定

12，908'564，365.531 I 言十

工場勘定

書
者
用
諮
融
ゆ

第七表第
三
十
巻

金

帝圃餓遵曾計貸借艶照表 昭和二年度末

貸方

額 I1bl! .._..!~._I竺一竺一
1，35，，010'424・365

帝国畿道舎言十損盆計算表 昭和二年度

軍リ jht 

石寸τ一日-r;--~

仰06州ゐ1 織道f時4~(入|併問86ムs
/ 

ζ こ

失

目

損

種

織道f曾業費
八
五

5，295.405・070貧助補

138，167.619.197 

……l 

差引盆金
第
五
時
抗

凶

f
o
h
v
O句
N

可。

4
U
0
・0o
h
F
M
ω
M

592，532，861.218 官「計

丸


